
野島・三田尻定期航路通学定期運賃補助要綱 

                       昭和５７年４月１日制定  

（目的） 

第１条 この要綱は、離島振興対策として学校教育法（昭和２２年法律第２６

号）に定める高等学校、特別支援学校高等部及び高等専門学校（以下「高等

学校等」という。）に在学する防府市野島出身の生徒（以下「生徒」という。

）に対し、有限会社野島海運の野島・三田尻定期航路の高等学校等に在学す

る生徒の通学定期の運賃（以下「運賃」という。）を補助することについて、

必要な事項を定めるものとする。 

（対象者の資格） 

第２条 補助金の交付を受ける者は、有限会社野島海運の野島・三田尻定期航

路の通学定期を利用する高等学校等に在学する生徒の保護者で市税を滞納し

ていない者であること。 

 （補助金の額及び対象期間） 

第３条 補助金の額は、通学定期の運賃全額とする。補助対象期間は、４～６

月、７～９月、１０～１２月及び１～３月の年４回とし、高等学校等在学中

の３年間を上限とする。 

（補助金の申請） 

第４条 補助金の交付を受けようとする者は、野島・三田尻定期航路通学定期

運賃補助申請書（様式第１号）に有限会社野島海運が発行する定期券購入証

明書を添付のうえ市長へ提出しなければならない。 

（審査及び決定） 

第５条 市長は、前条の申請書を受理した場合には、その内容を審査し、補助

金を交付すべきものと認めるときは、補助を決定し、その旨を野島・三田尻

定期航路通学定期運賃補助決定通知書（様式第２号）により当該申請者へ通

知するものとする。 

（補助金の請求及び交付） 

第６条 補助金の交付決定を受けた者は、補助金請求書を市長に提出するもの

とする。 

２ 市長は、前項の請求書の提出があったときは、速やかに補助金を交付する



ものとする。 

 （交付の取消し） 

第７条 市長は、申請者が次の各号の一に該当するときは、補助金の交付決定

の全部又は一部を取り消すことができる。 

 （１） この要綱に違反したとき。 

 （２） 提出書類に虚偽の記載をしたとき。 

 （３） 定期券の有効期限内に購入費の払戻しを受けたとき。 

 （補助金の返還） 

第８条 市長は前条の規定により補助金の交付の決定を取り消した場合におい

て、当該取消しに係る部分に関し、すでに補助金が交付されているときは、

当該申請者に対し、期限を定めて、その返還を命ずることができる。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行について必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、昭和５７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成８年３月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 



様式第１号 

 年  月  日  

 

野島・三田尻定期航路通学定期運賃補助申請書 

 

（宛先）防府市長 

 

申 請 者 

住 所 

 

 

 

保護者 

氏 名 

 

             

 

 

     年度において、下記のとおり野島・三田尻定期航路通学定期運賃 

補助金の交付を受けたいので申請します。 

 

記 

 

 

生 

 

徒 

学 校  

氏 名  

定期券購入額 金         円 

補助金申請額 金         円 

     ※添付書類 定期券購入証明書 

    

    補助の交付決定にあたり、私を含む当該生徒の保護者全員の市税の 

   納付状況を調査することに同意します。 

                    申請者氏名          



様式第２号 

第   号  

年 月 日  

  

           様 

 

                     防府市長        印 

 

 

     年  月  日付けで申請のあった野島・三田尻定期航路通学定期

運賃補助金について、野島・三田尻定期航路通学定期運賃補助要綱第５条の規

定により交付する。 

 

 

記 

 

 １ 補助金交付決定額 

  

 ２ 補助金交付期間 

 

 

 

 

 

 

 

 


